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病弱・身体虚弱の子どもに対する特別な指導内容 

ア 病気等の状態の理解と⽣活管理に関すること 
病弱教育では、病気等の⾃⼰管理能⼒を育成することは重要な指導内容の⼀つである。そのため、病

弱・身体虚弱の子どもにとって必要な⽣活規制とは、他⼈からの規制ではなく「⽣活の⾃⼰管理」と考
えて取り組むことが⼤切である。また、「⽣活の⾃⼰管理」をする⼒とは、運動や安静、⾷事などの⽇常
の諸活動において、必要な服薬を守る⼒、⾃身の病気等の特性等を理解した上で⼼身の状態に応じて参
加可能な活動を判断する⼒（⾃⼰選択・⾃⼰決定⼒）、必要なときに必要な⽀援・援助を求めることがで
きる⼒であり、それらを育成することが必要である。 

 
イ 情緒の安定に関すること 

療養中は、情緒が不安定な状態になることがある。悩みを打ち明けたり、⾃分の不安な気持ちを表現
できるようにしたり、⼼理的な不安を表現できるような活動をしたりするなどして、情緒の安定を図る
ことができるように指導することが必要である。その際、治療計画によっては、⼊院と退院を繰り返す
ことがあり、感染予防のため退院中も学校に登校できないことがある。このような場合には、Web 会議
システム等を活⽤して学習に対する不安を軽減するような指導を⼯夫することが⼤切である。 

 
ウ 病気等による学習上又は⽣活上の困難を改善・克服する意欲に関すること 

筋ジストロフィーのある子どもの場合、⼩学部低学年のころは歩⾏が可能であるが、年齢が上がるに
つれて歩⾏が困難になり、その後、⾞椅子⼜は電動⾞椅子の利⽤や⼈⼝呼吸器などが必要となることが
多い。また、同じ病棟内の友達の病気の進⾏を⾒ていることから将来の⾃分の病状についても認識して
いる場合がある。 

こうした状況にある子どもに対しては、卒業後も視野に⼊れながら学習や運動において打ち込むこと
ができることを⾒つけ、それに取り組むことにより、⽣きがいを感じることができるよう⼯夫し、少し
でも困難を改善しようとする意欲の向上を図る指導が⼤切である。 

 
エ 移動能⼒や移動⼿段に関すること 

⼼臓疾患のある子どもの場合、⼼臓への負担がかかることから歩⾏による移動が制限されることがあ
り、必要に応じて歩⾏器や電動⾞椅子等の補助的⼿段を活⽤することになる。このような場合には、医
師の指導を踏まえ、病気等の状態や移動距離、活動内容によって適切な移動⼿段を選択し、⼼臓に過度
の負担をかけることなく移動の範囲が維持できるよう指導することが⼤切である。 

 
 
 

☆ 病弱・身体虚弱の子どもの教育的ニーズの整理② 
〜特別な指導内容〜 

＊下線、太字は本資料作成に当たって福島県特別⽀援教育センターにおいて追記（以下同様） 

 病弱・身体虚弱の子どもの教育的ニーズを整理する観点『②特別な指導内容』
について、「障害のある子供の教育⽀援の⼿引」から、⼀部を抜粋してまとめ
ました。詳細については、「⼿引」本編をご参照ください。 
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オ コミュニケーション⼿段の選択と活用に関すること 
 進⾏性の病気の子どもの場合、症状が進⾏して⾔葉による表出が困難になることがある。今後の進⾏
状況を⾒極め、今まで出来ていたことが出来なくなることによる⾃⼰肯定感（⾃⼰を肯定的に捉える感
情）の低下と、そのことに対する⼼のケアに留意するとともに、コミュニケーション⼿段を本⼈と⼀緒
に考え、⾃⼰選択・⾃⼰決定の機会を確保しながらコミュニケーション⼿段を活⽤する⼒を獲得してい
くことも⼤切である。 
 
カ 表出・表現する⼒の育成 

病気等により、書字動作やコンピュータ等の操作に困難が伴う場合がある。そのため ICT や AT
（Assistive Technolgy︓⽀援技術）など⼊出⼒装置を適宜活⽤し、子ども⼀⼈⼀⼈の病気等の状態等に
応じた補助⽤具を⼯夫しながら、主体的な学習活動ができるような指導内容を取り上げる必要がある。 

 
 
 
 
 
 
 
 その子に最も適切な教育を提供するために、必要となる「特別な指導

内容」を把握しましょう。 

上記ア〜カは、代表的な例になるため、子どもの実態によっては、上記以外の特別な指導内容も
考えられることに留意することが⼤切です。 


